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「みちづくしin熊本2012」開催されました
10月26日（金）、熊本城付近にあるKKRホテル熊本で「みちづくしin熊

本2012」が開催されました。今年も多くの道守会員の皆様にご参加いただ
き、道守長崎会議からは総勢50名で参加しました。長崎会議は、開催県であ
る熊本会議に次ぐ、九州2位の参加者数でした。

平成16年より1年に1度各県持ち回りで道守九州会議交流会みちづくしを開催してあり、第
9回目の開催となる今回、九州各県を1巡し、第1回目の開催である熊本で、原点に還り新たな
スタートと位置付け、みちづくしin熊本2012が開催されました。

坂本道守熊本会議代表世話人（熊本学園大学教授）より「道守と地域の幸福」と題し、基調
が が が

る熊本会議に次ぐ、九州2位の参加者数でした。

講演が行われ、『道を通して地域の人たちと協働して活動することが地域の幸せにつながる』、
『現在の道守の役割は、地域の協働を通して将来の子供たちに伝えていくことが大事』と講演
がありました。

また、道守活動を展開していく上で様々な課題に直面している、3つの分科会に分かれて、
事例発表と討論が行われました。

報告の中では、『地域力を高めるべき。自助・共助・公助が大切。各種活動の世代継承が必
要。道というものをベースに、いかに地域と協働できるかが重要』などまとめられました。要。道というものをベ スに、いかに地域と協働できるかが重要』などまとめられました。

＜各分科会の内容＞
第1分科会：「先進地に学ぶ活動のあり方と資金確保」（座長：森野 美徳）
第2分科会：「民と行政のパートナーシップ」（座長：樗木 武）
第3分科会：「道の楽しみ方」（座長：坂本 正）

交流会議の参加者 第1分科会事例発表の様子交流会風景

長崎会議より様々な意見が出されました（写真左より、大村・市川さん、西海・田口さん、小浜・宮田さん）

第2部の交流会は、道守長崎会議からは活動をPRするため
に、参加者全員で壇上に上がり、西海市大島町などの名産品
を九州各県の道守の方々へPRすることができました。

また、道守屋台ブースは、西海市の『ハマボウの苗木』・
『大島町の焼酎、塩』など沢山の県産品を陳列して頂きまし
た あっという間に他県参加者から大盛況で １つも残らなた。あっという間に他県参加者から大盛況で、１つも残らな
い状況でした。

最後に、来年2013年のみちづくしの開催地
「長崎県会議」より「次回、長崎で会いましょ
う！」と決意表明があり、無事終了しました。

長崎の屋台は大盛況

大会旗授受大会旗授受
九州会議から長崎会議へ

来年は長崎で開催です！壇上でＰＲ（写真に収まらないほどの大人数でした）

「みちづくしin熊本2012」現地体験学習会～2日目の様子～

2日目の現地体験学習会は、熊本歴史街道ツアーで、～参勤交代阿蘇路を歩く～（阿蘇
市の的石御茶屋跡、二重峠の石畳見学）の様子を紹介します。長崎会議からは、小浜温泉
57の宮田代表が参加されました。

的石御茶屋跡は、「肥後藩主が参勤交代に使った豊後街道の通過点地点で、大津をたっ
が 食た殿様一行が、二重の峠をこえ、石畳の坂道を降りてきて休憩昼食をとったところ」と紹

介されております。

また、二重峠（ふたえのとう
げ、標高６８３ｍ）は大津町か
ら阿蘇市に向かう途中の阿蘇北
外輪を越える峠です。この峠は
古代から利用されていたと考え
られていますが、峠道として本
格的に整備されたのは江戸時代
になってからで、豊後街道の一
部となっています。

二重峠の石畳で集合写真的石御茶屋跡



ＪＡＦの取材を受けました 風景街道「ながさきサンセットロード」
日本風景街道『ながさきサンセットロード』の認知度向上を目的として、日本自動車連盟

（JAF）の会員向け機関誌である「JAF Mate」のドライブ情報に、当ルートの平戸地区を
取り上げていただくことになり、その取材に同行しました。

当日は 地元ボランティアガイドでもある籠手田前会長にもご協力いただき 平戸の魅力当日は、地元ボランティアガイドでもある籠手田前会長にもご協力いただき、平戸の魅力
を存分に語っていただきました。紙面では「平戸のドライブコースやグルメ情報、耳寄り情
報」など2面にわたり紹介される予定です。

昼食では、取材時にグルメで話題となった漁協組合直営の店に立ち寄り、刺身定食（うま
かもん）を堪能しました。産地直送のため、魚はその場でさばいて食べられることもあり新
鮮でした。

今後の取材は、12月に現地にて、籠手田前会長、JAFの方々とドライブコースなどの確

認を行う予定です。

【JAF Mate情報(H24.9末時点)】

（全国会員）1,733万人

（全 国）1,150万部/月発行 、（九州）120万部/月発行

取材状況 エコカーさるくMAP 平戸の通り名MAPも紹介

JAF  Mate11月号 写真上アオイカ

写真左イサキ水槽の中は旬な魚がいっぱい

小浜温泉57が表彰・発表されます
（長崎県ふるさと推進大会）

11月17日（土）12時30分から（会場はハマユリックスホール：

雲仙市南串山町）ふるさと推進大会（主催：長崎県・長崎県保健
環境連合会など）が行われます。環境連合会など）が行われます。

環境美化活動にご尽力されてあります「小浜温泉57」（宮田隆

代表）が、この度、活動表彰・事例発表が行われますので、奮っ
てご参加下さい。 （入場無料です）

また、10時からは同会場で、色々な催しも予定してあります
（ゲームやクイズ・新聞紙エコバッグづくり教室など予定）

長崎県西海市大島東小学校の花苗育成について、種まき（9月13日以降）後の近況報告です。

約2,000個の花苗は児童達や大島町環境美化を考える会の道守メンバーの方々のお世話で順調に育

っています。

種まき後、約1ヶ月経過しますが、順調に育つまでには、9月16日(台風16号)の強風の影響でポッ

ト苗を移動したり、日常からのお世話が絶えません。

10月7日(日)･8日(月)の2日間は雑草が生えていたため、キンセンカ、葉ボタンの1,260苗、カイ

ザイク約300苗を植え替えを大島町環境美化を考える会6人で行われております。

また、10月15日(月)には、6時間目の授業で児童達29人（全員）と環境美化を考える会メンバー

6人が肥料 草取りの指導も行ってあります (写真⑥（10月15日現在）のとおり芽が育っておりま6人が肥料・草取りの指導も行ってあります。(写真⑥（10月15日現在）のとおり芽が育っておりま

す。)

大島東小学校3年生の児童と道守(地域の方々)との協働作業で花苗たちも順調に育っています。

①種まき完了(9月13日) ②児童の水やり状況(9月19日) ③種まきから13日後
(9月26日発芽状況) 

④肥料の混入状況(10月15日) ⑤児童の水やり(10月15日) ⑥種まきから32日後
(10月15日発芽状況)

活動情報は、写真と簡単なコメントを添えて、下記住所までお送り下さい。

※道守会員の皆様の活動情報を、随時募集しております。情報提供お待ちしております！

お問い合せ

情報送付先
・

【道守長崎会議広報担当】国土交通省 長崎河川国道事務所 調査第二課 池田

住所：〒851-0121 長崎市宿町３１６番地１

TEL：095-839-9861 FAX：095-839-9648


